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組
合
等
の
動
き
（
万
博
特
需
・
寒
天
ブ
ー
ム
ほ
か
）　

２
〜
３

組
合
イ
ベ
ン
ト
「
宙
ド
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
Ⅴ
」
の
開
催
告
知　

３

八
月
の
景
況
調
査　

４　

海
外
レ
ポ
ー
ト
（
ベ
ル
リ
ン
）　

５

事
務
局
だ
よ
り
（
研
修
会
・
懇
談
会
等
の
案
内
ほ
か
）　

６
〜
７

研
修
会
・
懇
談
会
等
の
下
期
（　

月
〜
３
月
）
予
定
表　

６

１０

　

昭
和
三
十
年
十
一
月
に
本
中

央
会
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で

五
十
年
、
こ
れ
を
記
念
し
て
十

月
二
十
七
日　

に
岐
阜
市
の
未

（木）

来
会
館
「
長
良
川
ホ
ー
ル
」
で

記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

中
央
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
高
度
成
長
の

始
ま
っ
た
頃
、
経
済
の
目
覚
し
い
成
長
・
発
展
と
そ
の
後

の
二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
円
高
不
況
、
バ
ブ

ル
の
発
生
と
崩
壊
、

長
期
不
況
と
様
々
な

時
期
を
乗
り
越
え
、

ち
ょ
う
ど
半
世
紀
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
歴
代
の

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
や
ご
努
力
、

そ
し
て
何
よ
り
も
会
員
組
合
と
組
合
企
業
の
皆
様
の
ご
理

解
や
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
央
会
に
と
っ
て
「
知
命
」
と
な
る
記
念
式
典
は
、
先

人
の
ご
努
力
に
対
し
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
組
合
や
中
小
企
業
の
あ
り
方
を
も
考
え
る
も
の
に

し
た
い
と
の
思
い
で
企
画
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
知
事
、
議
長
、
中
部
経
済
産
業
局
長
な
ど
の

多
く
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
午
後
二
時
に
開
式
、
物
故

者
へ
の
黙
祷
、
会
長
の
式
辞
、
表
彰
授
与
、
来
賓
祝
辞
、

記
念
講
演
と
続
き
午
後
四
時
半
頃
閉
式
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

表
彰
で
は
、
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
、
中
部
経
済
産
業

局
長
表
彰
、
知
事
表
彰
、
全
中
会
長
表
彰
、
県
中
央
会
会

長
表
彰
な
ど
約
百
八
十
件
の
優
良
組
合
、
組
合
功
労
者
の

方
々
等
が
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
日
本
経
済
新
聞
社
の
顔
の
一

人
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
と
企
業
経
営

に
つ
い
て
の
第
一
人
者
で
あ
る
関
口
和
一
氏
（
日
本
経
済

新
聞
社　

編
集
委
員
兼
論
説
委
員
）
に
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
時

代
に
勝
つ
経
営
戦

略
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま

す
。
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
や
様
々
な
携
帯
端
末
の
普
及
や
無
線
Ｉ
Ｃ
タ
グ
、
本

人
確
認
技
術
、
携
帯
電
子
マ
ネ
ー
の
進
歩
な
ど
デ
ジ
タ
ル

経
済
は
、
経
営
環
境
を
根
本
か
ら
変
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス

ピ
ー
ド
を
劇
的
に
高
め
、
ヒ
ト
と
ヒ
ト
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
の

新
し
い
関
係
を
生
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
代
に
勝
つ

経
営
の
条
件
と
は
何
か
、
組
合
経
営
、
企
業
経
営
の
役
に

立
つ
講
演
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
記
念
誌
の
発
刊
に
あ
た
り
、多
く
の
皆
様
の
ご
協
賛
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。）

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

中
央
会
創
立　

周
年
記
念
式
典
の
開
催

５０

関
口
和
一
氏
の
講
演
も

�
…
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美
濃　
　
【
平
成
十
七
年
七
月
一
日
〜
八
月
三
十
一
日
】

’０５

主な記事
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�
…
『
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
』　

９
月　

日　

〜　

日　

２１

（水）

３０

（金）

地
域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う　

お
年
寄
り
と
こ
ど
も　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

本
会
辻
会
長

　

経
産
省
、
総
務
省
の
Ｉ
Ｔ
関
連
施
策
で
活
躍

発
酵
タ
ン
ク
を
増
設
し
生
産
能
力
を
強
化

岐
阜
県
し
ょ
う
ゆ
協
業
組
合

投
資
を
行
い
工
場
敷
地
内
に
醤
油
原

液
製
造
の
発
酵
タ
ン
ク
を
五
基
増
設
、

九
月
以
降
の
稼
働
を
め
ざ
し
、
来
年

四
月
に
は
醤
油
原
液
の
出
荷
を
予
定

し
て
い
る
。

　

組
合
で
は
、
世
界
的
な
需
要
の
高

ま
り
が
期
待
さ
れ
る
た
め
生
産
能
力

を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
年
間
生
産
量
を
十

％
程
度
引
き
上
げ
、
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
多
様
な
注
文
に
応
じ
て
い
く
。

　

近
年
、
世
界
的
な
和
食
ブ
ー
ム
の

広
が
り
に
よ
り
、
海
外
で
の
醤
油
の

需
要
が
増
加
し
、
将
来
的
に
も
こ
の

傾
向
は
続
く
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
組
合
に
お
い
て
も
、
全
国
の
同

業
者
と
中
国
内
蒙
古
自
治
区
ウ
ラ
ン

ホ
ト
市
に
醤
油
等
の
生
産
・
販
売
を

行
う
合
弁
会
社
を
設
立
し
た
。
当
地

で
醤
油
は
全
く
新
し
い
調
味
料
で
、

珍
し
さ
や
美
味
し
さ
も
手
伝
っ
て
重

宝
が
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、

組
合
に
は
ア
ジ
ア
や
Ｅ
Ｕ
か
ら
技
術

や
商
品
の
引
き
合
い
が
時
々
あ
る
と

の
こ
と
。

　

ま
た
、
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
産
の

大
豆
と
岐
阜
県
産
小
麦
、
そ
れ
に
内

蒙
古
産
の
天
然
岩
塩
を
ミ
ッ
ク
ス
し

た
「
こ
だ
わ
り
醤
油
」
も
同
組
合
で

製
造
し
て
い
る
。

　

十
月
一
日
は
『
し
ょ
う
ゆ
の
日
』

で
す
。
熟
成
さ
れ
た
岐
阜
県
醤
油
を

一
度
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

間
も
な
く
閉
幕
を
迎
え
る
愛
知
万

博
。
来
場
者
は
二
千
万
人
に
届
く
勢

い
だ
が
、
岐
阜
県
に
と
っ
て
も
好
影

響
を
与
え
て
い
る
。

　

岐
阜
長
良
川
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
伊
藤
善
男
理
事
長
）
に
よ
る
と
、
万

博
に
訪
れ
た
観
光
客
が
長
良
川
河
畔

に
宿
泊
し
、
組
合
員
九
施
設
の
四
〜

七
月
の
宿
泊
客
は
、
十
七
万
五
千
人

余
り
で
昨
年
の
同
じ
時
期
と
比
べ
て

一
・
五
倍
と
な
っ
た
。
事
務
局
に
よ

る
と
、
万
博
開
催
前
に
北
海
道
や
九

州
の
旅
行
代
理
店
に
対
し
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
、
会
場
ま
で
の
近
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
が
功
を
奏
し
た

と
の
こ
と
。
河
畔
の
ホ
テ
ル
か
ら
溢

れ
た
宿
泊
客
は
市
内
の
ホ
テ
ル
へ
も

流
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
下
呂
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
滝
多
賀
男
理
事
長
）
に
お
い
て
も
、

四
〜
七
月
の
宿
泊
客
は
三
万
五
千
人

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
岐
阜
県
飲
食
生
活
衛
生

同
業
組
合
（
井
上
克
彦
理
事
長
）
に

お
い
て
も
顧
客
増
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
赤
帽
岐
阜
県
軽
自
動
車
運
送
協

同
組
合
（
矢
野
信
和
理
事
長
）
で
は
、

万
博
会
場
へ
の
配
達
が
多
く
あ
り
波

及
効
果
が
大
き
い
と
伊
藤
理
事
長
は

コ
メ
ン
ト
し
た
。

ク
に
よ
る
、
産
地
の
Ｐ
Ｒ
及
び
こ
れ

ら
を
行
う
た
め
の
人
材
の
確
保
な
ど
、

今
ま
で
組
合
で
で
き
な
か
っ
た
新
し

い
試
み
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
産
地
の
生
地
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
三
十
代
の
女

性
に
絞
り
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

中
心
に
こ
だ
わ
り
の
服
を
求
め
る
消

費
者
に
対
し
、
ブ
ラ
ン
ド
生
地
を

使
っ
た
洋
服
を
提
案
し
て
い
く
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

岐
阜
県
し
ょ
う
ゆ
協
業
組
合
（
若

松
大
介
理
事
長
）
は
、
約
二
億
円
の

　

岐
阜
県
毛
織
工
業
協
同
組
合
（
岩

田
仲
雄
理
事
長
）
は
、
経
済
産
業
省

よ
り
「
中
小
繊
維
製
造
業
自
立
事
業
」

の
採
択
を
受
け
、
本
年
七
月
一
日
よ

り
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

組
合
で
は
同
事
業
に
よ
り
組
合
員

と
ア
パ
レ
ル
業
者
と
の
間
に
入
り
、

自
主
販
売
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
構
築
す
る
。
例
え
ば
、
ア
パ
レ
ル

業
者
と
の
取
引
の
際
に
発
生
す
る
売

掛
債
権
の
補
償
、
生
地
の
見
本
ブ
ッ

　

辻
正
中
央
会
会
長
は
、
�
岐
阜
県

情
報
産
業
協
会
会
長
（
現
名
誉
会
長
）

就
任
の
中
、
平
成
八
年
か
ら
全
国
の

地
域
情
報
産
業
団
体
が
加
入
す
る
全

国
地
域
情
報
産
業
団
体
連
合
会
（
略

称
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
）
会
長
に
就
任
、
本
県

の
情
報
化
推
進
と
と
も
に
、
全
国
の

地
域
情
報
産
業
の
振
興
、
情
報
化
の

促
進
に
努
力
、
そ
の
実
績
は
政
府
、

関
係
の
全
国
団
体
、
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
会
員

等
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
こ
の
た
び
、
経
済
産

業
省
の
「
産
業
構
造
審
議
会
情
報
経

済
分
科
会　

情
報
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
小
委
員
会
」
の
委
員
を
委

嘱
さ
れ
、
先
月
三
十
一
日
の
第
一
回

会
議
に
出
席
。

　

ま
た
、
総
務
省
関
係
で
は
本
年
三

経
産
省
の
補
助
事
業
に
取
り
組
む

岐
阜
県
毛
織
工
業
協
同
組
合

県
内
組
合
に
も
万
博
が
好
影
響

長
良
川
温
泉
旅
館
・
飲
食
組
合
な
ど

月
ま
で
の
「
地
域
に
お
け
る
情
報
化

の
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」
の
委
員

に
引
き
続
き
、
現
在
同
省
主
導
で
設

立
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
全
国
地
域

情
報
化
推
進
協
議
会
」
の
幹
事
就
任

要
請
を
受
け
、
全
国
の
情
報
化
推
進
、

情
報
産
業
振
興
に
一
層
の
活
躍
を
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
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「
働
き
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

働
き
方
を
見
直
し
て

心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」

全
国
労
働
衛
生
週
間

月
１
日

〜

月
７
日

【
厚
生
労
働
省
】

１０

（土）

１０

（金）

新
し
い
特
産
品
開
発
の
た
め
木
と
石
が
融
合

県
花
崗
岩
販
売　

・
加
子
母
森
林
組
合

（協）

技
術
力
と
安
全
性
を
前
面
に
新
作
展
示
会

　

岐
阜
県
花
崗
岩
販
売
協
同
組
合

（
中
谷
潔
理
事
長
）
が
取
り
扱
う
蛭
川

の
御
影
石
と
加
子
母
の
東
濃
ひ
の
き

を
組
み
合
わ
せ
た
特
産
品
を
開
発
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
木
・
石
（
き
せ

き
）
の
融
合
」
協
定
書
の
調
印
式
が
、

八
月
四
日
に
中
津
川
市
の
蛭
川
総
合

事
務
所
で
行
わ
れ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
模
索
し
て
い
た
東
濃
地

域
農
林
商
工
事
務
所
が
、
古
田
知
事

が
実
施
し
た
政
策
総
点
検
の
中
で
両

者
に
着
目
。
市
町
村
合
併
に
よ
り
蛭

川
と
加
子
母
が
中
津
川
市
と
な
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
地
場
産
業
の
融
合
に

よ
り
地
域
内
の
活
性
化
を
期
待
し
て

提
案
さ
れ
た
。

　

調
印
式
で
は
、
中
津
川
市
の
山
下

収
入
役
が
立
会
人
と
な
り
、
中
谷
理

事
長
と
加
子
母
村
森
林
組
合
の
熊
沢

組
合
長
の
間
で
協
定
書
が
取
り
交
わ

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
木
と
石
の
融
合
し
た
試
作

品
も
披
露
さ
れ
、
今
後
は
広
く
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
、
商
品
開
発
を
行
う

計
画
で
あ
る
。

　

岐
阜
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
業

組
合
（
野
口
千
寿
雄
理
事
長
）
は
、

「
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

を
八
月
十
九
日
に
岐
阜
市
の
ぱ
る
る

プ
ラ
ザ
岐
阜
で
開
催
し
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
組
合
員
や
従
業

員
、
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
学

生
な
ど
を
対
象
に
、
新
し
い
商
品
企

画
や
デ
ザ
イ
ン
開
発
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

今
回
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
評
論
家
で

生
活
研
究
所
代
表
の
日
置
千
弓
氏
が

講
師
を
務
め
、
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
の
男
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ス
ラ

イ
ド
を
見
せ
な
が
ら
、
最
新
の
流
行

や
デ
ザ
イ
ン
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
七
日
に
は
「
メ
ン
ズ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
㈱
ゆ
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ

ジ
オ
の
池
田
ゆ
う
社
長
か
ら
、
目
ま

　

土
岐
市
内
の
七
陶
磁
器
工
業
協
同

組
合
は
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
メ
ッ
セ
土
岐
」

を
八
月
二
十
五
日
か
ら
二
日
間
、
地

元
の
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
催
し
、

傘
下
メ
ー
カ
ー
百
五
十
社
が
参
加
し

て
新
製
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

美
濃
焼
の
技
術
力
の
高
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
場
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
各
社
の
新
デ
ザ
イ
ン
食
器

や
陶
器
の
浴
槽
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し

た
製
品
を
展
示
し
、
担
当
者
は
「
技

術
力
と
安
全
性
を
前
面
に
し
て
、
衛

生
的
で
機
能
的
な
製
品
を
展
開
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
瑞
浪
陶
磁
器
工
業　

で
は

（協）

二
十
四
、
二
十
五
日
に
瑞
浪
市
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
み
ず
な
み
四
季

の
器
展
示
会
」
を
開
催
し
、
来
場
者

は
落
ち
着
い
た
色
合
い
の
作
品
を
真

剣
な
表
情
で
眺
め
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

山
岡
の
天
然
細
寒
天
が
健
康
ブ
ー
ム

に
の
っ
て
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

　

食
物
繊
維
が
全
体
の
八
〇
％
以
上

あ
る
寒
天
は
、
肥
満
、
高
血
圧
な
ど
を

改
善
す
る
様
々
な
健
康
効
果
が
あ
る
こ

と
が
マ
ス
コ
ミ
で
紹
介
さ
れ
、
空
前
の
大

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

岐
阜
県
寒
天
水
産
工
業
組
合
（
西

尾
憲
之
理
事
長
）
に
よ
る
と
、
需
要
の

増
加
で
在
庫
は
底
を
つ
き
そ
う
で
、
一

般
需
要
に
応
え
る
た
め
、
冷
蔵
設
備
の

あ
る
業
者
に
フ
ル
生
産
を
要
請
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

細
寒
天
は
、海
藻
の
天
草
を
煮
詰
め
、

そ
の
抽
出
液
を
冷
や
し
て
固
め
た
と
こ

ろ
て
ん
か
ら
水
分
を
抜
き
、
凍
結
と
解

凍
を
繰
り
返
し
乾
燥
さ
せ
て
作
る
。
天

然
も
の
を
作
る
に
は
、
素
材
を
凍
結
さ

せ
る
だ
け
の
厳
し
い
寒
さ
が
必
要
で
、生

産
地
と
生
産
時
期
が
限
ら
れ
て
く
る

が
、恵
那
市
山
岡
町
特
産
の
細
寒
天
は

全
国
シ
ェア
の
八
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
原
料
で
あ
る
天
草
の
不
足

が
予
想
さ
れ
、
需
給
が
逼
迫
し
、
海
外

の
輸
入
製
品
に
市
場
が
乱
さ
れ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、組
合
で
は「
一
〇

〇
％
天
然
細
寒
天
」の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

差
別
化
を
図
り
『
山
岡
の
寒
天
ブ
ラ
ン

ド
』
を
維
持
す
る
努
力
が
必
要
だ
と

語
っ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�

寒
天
が
消
費
者
の
間
で
大
人
気
！

恵
那
市
山
岡
町
・
天
然
細
寒
天

イ
タ
リ
ア
の
流
行
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

動
向
や
傾
向
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
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�
…
現
場
で
使
え
る
Ｓ
Ｅ
の
技
術　

〜
基
礎
編

：

シ
ス
テ
ム
設
計
演
習
〜　
　

開
催
日　

平
成　

年　

月　

〜　

日

１７

１０

２４

２５

受
講
料　

二
万
七
千
円　
　

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

５
ペ
ー
ジ
欄
外
に
記
載

８月景況調査

改
善
の
動
き
と
な
っ

た
。
改
善
業
種
の
微
増

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

概
ね
横
這
い
の
緩
や

か
な
改
善
の
動
き
と

な
っ
て
い
る
。

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
（
う
ち
八

十
三
組
合
に
よ
る
集
計
）
を
対
象
に
ま
と
め
た

『
八
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

〔
八
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
感
持
ち
直
し
傾
向
が
持
続
、

②
原
材
料
、
原
油
高
等
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
拡

大
、
先
行
き
不
透
明
感
強
ま
る
―
と
な
っ
て
い

る
。八

月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
る
と
、
好
転

、
悪
化

で
Ｄ
Ｉ
値

１２

３１

は
マ
イ
ナ
ス

と
な
り
、
前
月
の
マ
イ
ナ
ス

１９

２０

に
対
し
１
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
、
４
ヶ
月
連
続
の

収
益
状
況
も
、
Ｄ
Ｉ
値
で
１
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
と

な
っ
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ス

と
依
然
大
き
な
マ
イ

２６

ナ
ス
水
準
で
、
企
業
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

金
型
、
機
械
関
係
等
の
業
種
に
出
て
い
る
需
要
回

復
の
動
き
、
愛
知
万
博
の
効
果
に
よ
り
旅
館
等
が
好

調
な
業
績
を
続
け
て
い
る
な
ど
、
一
部
に
明
る
い
動

き
も
み
ら
れ
る
が
、
多
く
の
業
種
は
、
需
要
不
足
に

よ
る
企
業
間
競
争
の
激
化
、
個
人
消
費
の
低
迷
等
に

よ
る
低
価
格
、
低
収
益
が
続
き
、
特
に
、
原
油
、
原

材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
経
費
増
が
拡
大
し
、
先
行

き
不
安
等
、
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
い
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
８月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲△△△○○生 コ ン ク リ ー ト
▲△▲▲▲▲砂 利 生 産
▲△△▲△▲砕 石 生 産
△○△△○△鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△▲△○刃物等金属製品 （内需） 
○○△▲△○メ　 ッ　 キ
○△○○△○県 金 属 工 業 団 地
○△△○△○可 児 工 業 団 地
○○○○○○金　 　 型
▲○▲△△△電 気 機 械 器 具
△△○△▲○輸 送 用 機 器
▲△△▲△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売（飛騨地区）
△△△▲▲▲電 設 資 材
▲△▲▲▲▲陶　 磁　 器
○▲△○○○機 械 ・ 工 具 販 売
△△△△△△青　 　 果
▲△△△○△水　 産　 物
△△△▲▲▲家 電 機 器 販 売
▲△▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
△△△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△○○△▲○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△△△△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△△△△生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△△豆 腐
○△△▲○○食 肉 （ 国 産 ）
△▲△△△▲菓　 　 子
○△△△△○米　 　 菓
○△△△○○寒 天 水 産
△△▲▲△▲製 麺
▲△▲▲△▲撚　 糸
▲△△▲△▲ニ ッ ト 工 業
▲△△▲△△毛　 織　 物
△△△△△△合 成 繊 維 織 物
△△△△△○メ ン ズ ア パ レ ル
△△△△▲▲婦 人 ・ 子 供 服
△△▲▲△▲縫　　 製（既製服）
△△△△△△製　 　 材
▲△△▲▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 地 区 ）
△△△△▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲△△▲△▲紙　 加　 工　 品
△△△△△△印　 　 刷
△△△○○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△▲▲△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△▲▲△△岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
▲△△△△△恵 那 市 商 店 街
△△△△△△高 山 市 商 店 街
△△△△△○自 動 車 車 体 整 備
△△△△△▲自 動 車 タ イ ヤ 整 備
○△○○△○長 良 川 畔 旅 館
――――――下 呂 温 泉 旅 館
△△△△▲△高 山 旅 館
△△△△△△ク リ ー ニ ン グ
○△○○△○広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△▲△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△△△△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△△理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島地区）
▲△▲▲△△建築（各務原地区）
△△▲△△△鉄 構 造 物
――――――電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△▲△▲△木 製 建 具
▲△△△△△産直住宅（付知地区）
△△△△▲△貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲▲▲▲△▲軽 運 送

景
況
感
持
ち
直
し
傾
向
続
く

原
材
料
・
原
油
高
の
影
響
が
拡
大
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…
現
場
で
使
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

〜
基
礎
演
習
〜　
　

開
催
日　

平
成　

年　

月
７
〜
８
日

１７

１１

受
講
料　

二
万
七
千
円　
　
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

℡
〇
五
八
四

－

七
七

－

一
一
一
三

（５）

海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

　初回開催から１０年で出展者数、来場者数が約２倍
に。海外からの来場者数は４倍にもなったインテリア関
連見本市がある。それがパリにおいて、夏と冬それぞれ
５日間の会期で開催されるメゾン・エ・オブジェ
（Maison & Objet＝Ｍ＆Ｏ）だ。
■創設１０周年を迎えたメゾン・エ・オブジェ
　Ｍ＆Ｏは、従来からパリで定期的に開催されていた
６種類のインテリア関連見本市を、１９９５年１月に一つ
に統合することによって誕生した。食器類、キッチン用品、
ホーム・テキスタイル、室内装飾品、家具、玩具、ギフトな
どのインテリア関連製品を扱うこの見本市は、今年で１０
周年を迎えた。この間、回を重ねるごとに魅力を増し、より
多くの注目を集め続けてきた。その注目度の高まりは、以
下の数値からも確かめることができる。

　ある出展者は自らの商品の高いデザイン性を自負し、
またＭ＆Ｏに出展できることで、それを最も適切に紹介
できていると言う。開催地であるフランス・パリの持つ華
やかな伝統と、デザイン、芸術の中心地という印象も手
伝い、デザイン性に優れるＭ＆Ｏは、いまやインテリア・
ファッションの国際的なトレンド・セッターの座を勝ち取ろ
うとしている。
■世界一のインテリア関連見本市アンビエンテとの違い
　インテリア関連見本市の中でも、世界一と言われるの
がドイツのフランクフルトで行われるアンビエンテ
（Ambiente）である。Ｍ＆Ｏと同様の５日間の会期に、
１４万人（うち海外からは約５万３千人）を超える来場者
を集め、出展者も４千６百を数える。小間面積もＭ＆Ｏ
の約２倍に上る、まさに世界一の規模を誇る見本市だ。
　これほどの差がある業界の巨人が存在する中で、Ｍ
＆Ｏの魅力が年々高まっているのには訳があるはずで

ある。その答えの一端が、
ヨーロッパ以外の国からの
出展者数の違いに現れて
いる。
　アンビエンテでは、ヨー
ロッパ以外の国からの出
展者上位３国であるタイ、
インド、中国の出展数を合
計すると５５４を数えること
ができる。一方、Ｍ＆Ｏに
至っては、同国からは僅か
に９ブースの出展しかな
い。
　大量、安価な取引の傾向があるこれらの国々からの
出展が少ないことも、Ｍ＆Ｏに、高いデザインと良い品
質を併せ持つ見本市という印象を強くさせ、一層の付加
価値を与えているのかもしれない。それが出展者やバイ
ヤーを惹き付け、毎回雪だるま式に評価を高めている理
由であろう。
■バイヤーの傾向
　しかし、同時にこの出展者の違いは、全てが揃うアン
ビエンテには大きな購買力のあるバイヤーが集まるから
こそ、ヨーロッパ以外の国 か々らの出展者が多いことも示
す。１００人以上の従業員を抱える企業からのバイヤーが、
全バイヤーの２０％を占めるという主催者調査からも、ア
ンビエンテに大容量、大規模の商談チャンスがあること
が窺える。
　バイヤーの層という面では、Ｍ＆Ｏは未だアンビエン
テと同等とは言えないかもしれない。ただし、この１０年で
最も勢いのあるＭ＆Ｏには、毎年、より広い層のバイヤー
が集まっていることは確かであろう。
■メゾン・エ・オブジェのさらなる拡大
　来年２００６年１月に、Ｍ＆Ｏがさらに拡大する。主催
者のフランス見本市協会はＭ＆Ｏ開催期日に合わせて、
約５km離れたブージュ見本市会場で「プラネート・ムー
ブル（Planete Meuble）」という家具見本市を開催する。
両会場は無料シャトルバスで結ばれ、入場券も共通とさ
れることにより一体化し、Ｍ＆Ｏは一層魅力を増すことに
なるだろう。
■岐阜県内企業のメゾン・エ・オブジェ出展
　２００２年からアンビエンテに出展していた陶磁器「み
ずなみ焼」のミズナミ・コーポレーションが、今年９月に
初めてＭ＆Ｏにも出展した。海外の顧客層をさらに広げ、
「みずなみ焼」ブランドの浸透と受注機会の拡大を狙っ
ている。他にも家具を中心とした県内企業グループなど
も出展を目指し準備中である。
　県内企業が、伝統に新たなデザインを吹き込み、イン
テリア・デザイン発表の先端見本市で、将来を切り開く新
たな販路の確保に努力している。その取り組みが正しい
戦略をもってなされるなら、これらの企業がＭ＆Ｏと同
様の成長を遂げることも夢ではないはずだ。

成長し続けるインテリア関連見本市　
　　　　　　　　　　　　　　メゾン・エ・オブジェ

岐阜県ベルリン駐在員　吉村　竜一

����������	
����������

増加比率２００５年１９９５年
２.３１倍３,０００出展１,３００出展出展者数
１.８４倍７０,０００人３８,０００人来場者数
４.１１倍（２３,０００人）（ ５,６００人）（うち海外から）

（フランス見本市協会）
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中央会　研修会・懇談会等の下期（１０月～３月）予定表
開催地テーマ（内容等）種別日月

土岐市パソコン研修（エクセルマクロ）研修会４

１０

岐阜市大学の持つ「知的財産」の活用について懇談会〃

大垣市中小企業者のための知っておきたい！ネット販売のコツ〃〃

高山市
どうする！健康管理対策と６５歳雇用延長
①メンタルヘルス対策と職場での健康管理対策
②６５歳雇用延長への対応

研修会〃

可児市　　　　　　　　 〃〃６

岐阜市中央会創立５０周年記念事業２７

県下　
５地域

連携組織普及研修会（中小企業組合制度等説明会）研修会上旬　
～下旬

１１

１日・高山市／８日・大垣市／１５日・多治見市

２２日・美濃加茂市／２９日・岐阜市

土岐市パソコン研修（アクセス入門）研修会２・８

岐阜市６５歳雇用導入プロジェクト〃中旬

〃ベンチャー・シンポジウム〃２４

岐阜市地場産業組合等連携懇談会懇談会上旬

１２ （「岐阜オリベの家」創造プロジェクトの総括と今後の取り組み）

岐阜市官公需フォーラム懇談会中旬

大垣市リサイクルフォーラム（資源循環型社会の実現を目指して）研修会１７
１

岐阜市産業廃棄物対策懇談会（産業廃棄物対策の現状と今後の課題）懇談会下旬

未　定マーケティングと商品開発研修会上旬２

県内　
３会場平成１８年度税制改正の大綱研修会中旬　

～下旬３

※各種事業の詳細については、別途ご案内致します。ご確認頂きお申込み等をお願いします。

　

県
よ
り
中
小
企
業
高
度
化
資
金
の

利
用
希
望
者
に
対
し
て
、
借
入
希
望

調
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
当
該
資
金
の
利
用

を
希
望
し
て
い
る
組
合
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
十
月
五
日　

ま
で
に
中
央

（水）

会
・
組
織
指
導
チ
ー
ム
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成　

年
度
中
小
企
業
高
度
化
資
金

１９

借
入
希
望
調
査
に
つ
い
て



グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

【
飛
騨
会
場
】
平
成　

年　

月
４
日　

１７

１０

（火）

高
山
市
民
文
化
会
館

【
中
濃
会
場
】
平
成　

年　

月
６
日　

１７

１０

（木）

岐
阜
県
可
児
工
業
団
地　
（協）

　

い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、

①
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
職
場

で
の
健
康
管
理
対
策
」、
②
「　

歳
雇

６５

用
延
長
へ
の
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
中
央
会
・

調
査
労
働
チ
ー
ム
ま
で
。

　

中
央
会
で
は
、
企
業
と
大
学
と
の

接
点
の
場
を
提
供
し
、
産
学
連
携
に

お
け
る
具
体
的
な
成
功
事
例
を
紹
介

し
、
県
の
行
う
産
学
連
携
に
関
す
る

様
々
な
支
援
制
度
に
つ
い
て
説
明
す

る
た
め
、
懇
談
会
を
実
施
致
し
ま
す
。

【
東
濃
会
場
】
平
成　

年
９
月　

日　

１７

２８

（水）

岐
阜
県
陶
磁
資
料
館
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県
最
低
賃
金
審
議
会
で
は
、
こ
の

ほ
ど
地
域
別
最
低
賃
金
を
二
円
引
き

上
げ
、
一
時
間
あ
た
り
六
七
一
円
と

す
る
よ
う
岐
阜
労
働
局
長
に
答
申
し

た
。
こ
の
最
低
賃
金
額
は
十
月
一
日

【
岐
阜
会
場
】
平
成　

年　

月
４
日　

１７

１０

（火）

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

　

い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、

岐
阜
大
学
の
中
澤
貴
生
教
授
な
ど
か

ら
知
的
財
産
の
活
用
に
よ
る
産
学
連

携
の
成
功
事
例
な
ど
に
つ
い
て
助
言

頂
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
中
央
会
・

情
報
広
報
チ
ー
ム
ま
で
。

　

中
央
会
で
は
、
労
働
者
の
健
康
管

理
対
策
と
「
高
齢
者
等
の
雇
用
の
安

定
等
に
関
す
る
法
律
」
一
部
改
正
に

伴
う
定
年
制
度
見
直
し
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
研
修
会
を
実
施
致
し
ま
す
。

【
岐
阜
会
場
】
平
成　

年
９
月　

日　

１７

２７

（火）

�
…　

月
１
日
に
国
勢
調
査
を
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
【
総
務
省
統
計
局
】

１０

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

ネ
ッ
ト
販
売
の
上
手
な
方
法
を
お
教
え
し
ま
す
！

〈
十
月
中
〉

４
日　

パ
ソ
コ
ン
研
修
【
エ
ク
セ
ル

マ
ク
ロ
入
門
】（
土
岐
市
）

　

日　

岐
阜
県
中
央
会
創
立　

周
年

２７

５０

記
念
式
典
（　

時
〜
／
未
来
会
館

１４

「
長
良
川
ホ
ー
ル
」）

会
（
霞
ヶ
関
東
京
會
舘
）

　
　
　

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
女
性

経
営
者
等
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
グ
ラ

〈
八
月
十
六
日
〜
三
十
一
日
〉

　

日　

青
年
中
央
会
・
夏
休
み
親
睦

１９
交
流
会
（
鵜
飼
体
験
ツ
ア
ー
）

　

日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

２４（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

都
道
府
県
中
央
会
事
務
局
代

２５
表
者
会
議
・
全
国
大
会
特
別
委
員

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
る

ど
う
す
る
！
健
康
管
理
対
策
と　

歳
雇
用
延
長

６５

か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い

て
は
、
十
二
月
二
十
一
日
発
効
を
目

途
に
、
今
後
同
審
議
会
で
審
議
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
央
会
で
は
、
県
内
組
合
の
行
事

な
ど
を
よ
り
多
く
の
方
に
周
知
す
る

た
め
、
組
合
が
発
行
す
る
機
関
紙
を

本
会
の
情
報
サ
ロ
ン
に
設
置
す
る
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

　

中
央
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
組
合
等

を
対
象
に
、
ネ
ッ
ト
販
売
を
成
功
さ

せ
る
秘
訣
に
つ
い
て
懇
談
会
を
実
施

致
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
平
成　

年　

月
４
日

１７

１０

　
　
　

時　

分
〜　

時　

分　

ソ
フ

（火）

１４

００

１６

００

ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

【
テ
ー
マ
】
中
小
企
業
者
の
た
め
の

知
っ
て
お
き
た
い
！
ネ
ッ
ト
販
売
の

コ
ツ

【
講
師
】Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ　
 
河

倒
産
事
例
か
ら
経
営
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

女
性
経
営
者
等
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
加
藤
智
子
会
長
）

は
中
央
会
と
共
催
で
、
八
月
二
十
五

日
に
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
に
て
、

株
式
会
社
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
岐
阜

支
店
長
の
虎
谷
茂
徳
氏
を
講
師
に
招

き
、「
倒
産
か
ら
学
ぶ
経
営
者
の
知

恵
」
と
題
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

会
員
な
ど
約
二
十
名
が
参
加
し
た
。

　

虎
谷
支
店
長
は
県
内
の
倒
産
状
況

に
つ
い
て
、
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
業
歴
三
十
年
以
上
の
老
舗
企

業
の
倒
産
が
目
立
ち
は
じ
め
て
お
り
、

建
設
業
や
繊
維
業
な
ど
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
分
析
。
逆
に
元
気
な
会

社
は
、
経
営
者
か
ら
明
確
な
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い

る
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
取
引
先
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
を
診
断
す
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を

具
体
的
に
挙
げ
、
倒
産
し
難
い
経
営

の
方
策
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

合
俊
宏
氏

【
問
い
合
わ
せ
】
中
央
会
・
情
報
広
報

チ
ー
ム

ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

〈
九
月
一
日
〜
十
五
日
〉

　

日　

県
特
殊
教
育
諸
学
校
長
会
冲

１２
中
会
長
来
会
（
中
央
会
役
員
室
）

　

日　

第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国

１５

５７

大
会
（
札
幌
ド
ー
ム
）

大
学
の
持
つ「
知
的
財
産
」の
活
用
を
支
援

　

そ
こ
で
、
ご
送
付
頂
い
て
い
る
組

合
に
関
し
て
は
引
き
続
き
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
発
行
し
て
い
る
も
の

の
中
央
会
に
未
送
付
の
場
合
は
ご
提

供
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

組
合
が
発
行
す
る
機
関
紙
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
！

�
�
�
�
�
�
�
�
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この広報紙は再生紙を使用しております。

　中央会では「さらに役立つ中央会」を目指しており、組合等をサポートすることを目的として、様々な支
援を展開しております。
　中央会をご活用いただきますとともに、どんなことでもお気軽にご相談下さい！

［組合事務効率化を積極的に支援］
①組合事務局管理業務のサポート
　組合等を運営していく上では様々な管理業務が発生します。そうした煩雑な業務を組合指導のプ
ロである、中央会指導員がサポート致します。
②組合等補助事業活用のサポート
　組合が行う事業について、中央会や他団体等の補助事業について検討し、その事業にマッチした
補助事業を活用する方向へと導き、コーディネート致します。また、組合等が補助事業を実施する
場合、申請書類の作成や事業管理等について、事業遂行をサポートし、円滑な事業推進と大きな事
業成果が得られるよう協力・支援致します。

組
合
事
務
の
効
率
化

［保険・共済制度によるサポート］
①個人情報漏えい賠償責任保険
　個人情報保護法に対応した、会員団体及び所属員事業者のために開発された制度で、全国制度の
団体割引による低廉な保険料です。ご加入頂くと、会員団体及び所属員事業者にリスク診断サービ
スを無料提供致します。
②中小企業ＰＬ保険【生産物賠償責任保険】
　中小企業の皆様が製造または販売した製品や、行った仕事の結果が原因となり、他人の生命や身
体を害するような人身事故または他人の物を壊すような物損事故の発生に備える保険です。全国で
約７万件の中小企業者が加入しており、制度発足時より８,２００件超のＰＬ事故に対応しております。
③所得補償保険
　病気やけがで働けない間、最長１年間月々の所得を補償。一般契約に比べて約５０％の割引があり、
就業不能期間中は、その治療のための入院だけでなく、自宅療養も補償の対象となっています。
④中小企業倒産防止共済（掛金：月額５千円から）
　取引先企業の倒産による連鎖倒産から中小企業を守る共済制度です。現在、３３万の方が加入され
ており、貸付累計件数２４万件、貸付累計金額は１兆５,８３６億円。（平成１６年３月末現在）また、掛金
は税法上、経費または損金に算入できます。
※その他、中小企業退職金共済、小規模企業共済についても取り扱っております。
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［組合の情報化を積極的に推進］
①ホームページ関連支援
　情報化時代が進む中で、ホームページの作成を検討している組合等、ホームページを開設したが
人材不足のためデータ更新等コンテンツの管理が困難な場合など、ご相談とともに一部データ更新
等をお手伝い致します。
②計算書類の公開を支援
　商法の規定により、株式会社は、「貸借対照表又はその要旨」を「官報」又は「日刊新聞紙」で
「公告」することが義務づけられているため、毎年掲載費用が掛かります。そこで、インターネット
上での貸借対照表の公開を中央会が支援します。
③中央会電子認証サービス
　中小企業者や組合等が情報ネットワークを通じた電子商取引（電子入札・電子決済）を行う機会
が増大しています。しかし、インターネット上での取引や情報通信は、取引相手を確認し難いとい
う弱点があります。そこで、安心してネット取引を行って頂くため、安価で信頼性の高い「電子証
明書」の取得を支援します。
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岐阜県中央会からのお知らせです！

� 岐阜県中小企業団体中央会 （http://www.chuokai-gifu.or.jp/）
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